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を敷いて確保し、滝の下流部の広

場まで車両が乗り入れできるよう

整備しました。広場から施工箇所

までは仮設簡易索道を設置して資

機材を運搬し、結果、安全な仮設

足場施設が構築できました。

　仮設の資機材運搬設備や仮設足

場の設置方法は、施工地の立地条

件に応じて臨機応変に考案しなけ

ればなりません。本件も、施工地

の特色を踏まえたうえで作業しや

すい環境が整備でき、工程の遅延

もなく工事を完了することができ

ました。

事例トップは
岩塊接着による落石予防

　ＤＫボンド工法が落石対策工法

であるため、これまでの施工レ

ポートで最も多く紹介した事例

は、「道路への落石の危険性が高

い岩塊を接着安定化すること」が

目的の案件でした。

　第 17 号と 43 号の２回シリー

ズで紹介した埼玉県飯能市の案件

は、平成 24・25・26 年度と３期

にわたり、ＤＫボンド工法として

は長期の工事になりました。通

称「天文岩」と呼ばれる市の文化

財である岩塊が風化によって崩落

が絶えない状況のなか、脇を走る

道路には細かい岩石が散乱してお

り、通行者の安全確保策が検討さ

れたのです。現在では崩落はなく

なり、通行者は安全に通行いただ

いています。

　また、災害現場の復旧に伴う斜

面の安定化対策としての事例も紹

介しました。第２号掲載の長野県

飯田市「しらびそ峠」の施工は、

冬季休工を挟みながらの長期にわ

たる案件でした。崩落後の斜面が

施工箇所だったため２次災害の危

険性が潜んでおり、施工前に施工

箇所及びその周辺の点検は欠かせ

ませんでした。冬季休工後には地

形の変化を入念に把握して危険箇

所の見直しを行い、施工を進めま

した。地域イベント開催のため、

道路の開放日が事前に定められて

おり、工事の遅延が許されない状

況下でしたが、作業員の安全を確

保しつつ、期日内に完了すること

ができました。

　また、その他の事例として近年

需要が増えているのは、既存石積

の補修やコンクリート構造物の補

修です。第 45 号で紹介した神奈

川県箱根町の案件は、石積の補修

と共に、観光地である同地の景観

性を考慮して着色仕上げによる修

景作業を施しました。着色による

仕上げ作業は、ＤＫボンド工法の

特徴の一つです。景観の維持につ

いては、今後もさらに創意工夫を

重ね、より良いものを提供してい

きます。

＊

　数多い施工事例の全てを振り返

ることはできませんが、改めて

様々な場所で、様々な施工を実施

してきたことを再認識しました。

これからもあらゆる箇所で、他の

工法にはない「接着」という手法

をご検討いただけるよう、多彩な

ケースをご紹介していたいと考え

ております。引き続きよろしくお

願い申し上げます。

ニュースレター制作担当

営業部　小林大二

　このニュースレターでは、我々

が誇る最新技術の中でも、とりわ

け落石予防工「岩接着ＤＫボンド

工法」について紹介してまいりた

いと思います。実績がありながら

も施工事例が少なく、まだまだ認

知度の低いこの工法を多くの方に

知っていただきたいという想いか

らです。本誌を通じて当社と「Ｄ

Ｋボンド工法」に少しでも興味を

持っていただけましたら幸いです。

　この文章は、ニュースレター第

１号の巻頭ページに、前文とご挨

拶を兼ねて弊社の思いを書き記し

たものの一部を抜粋したものです。

　すべてが手探りの状態から始

まったニュースレターを初めて皆

様にお届けしたのは、2011 年８月

でした。当初は月１回の発刊でし

たが、この１年ほどはおよそ３か

月に１度のペースに変更し、気づ

けば５年の歳月が経過しました。

　これも、本誌をお読みいただい

ている皆様あってのことと感謝の

念に絶えません。改めて御礼申し

上げます。

　手前味噌で恐縮ですが、営業

ツールとしてその投資を決断した

弊社代表や制作スタッフの協力

に、制作責任者として感謝します。

これからも、弊社の特殊技術であ

るＤＫボンド工法の魅力と可能

性について紹介してまいりますの

で、引き続き変わらぬお付き合い

をお願い致します。

　今回は 50 号の節目として、特色

ある事例や工夫など、過去の施工

レポートでは紹介しきれなかった

内容も含めて改めてご紹介します。

施工地ごとの難題は
臨機応変に対応
　レポート第１号は、静岡県中伊

豆の「萬城の滝」。観光資源の保全

として、崩落の進む滝の周辺岩盤

を現状保持するための工事でした。

まず考えなければいけなかったの

は、仮設をどうするかでした。高

低差が 20m 以上ある急勾配とい

う条件のなか、施工箇所に仮設足

場を設置する必要がありました。

しかし、道路から滝への入口は歩

行者用下り階段にしかなく、仮設

材料を現地に搬入する方法を検討

しました。滝の下流にキャンプ場

入口があったため、そこから川を

横断するための仮設通路を、鉄板
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神奈川県箱根町では景観性を考慮した着色仕上げによる修景作業を実施（第45号）

第２号掲載の長野県飯田市「しらびそ峠」は災害現
場の復旧と斜面安定化対策の事例

第17・43号の２回シリーズで紹介した埼玉県飯
能市「天文岩」の案件

接着という特殊技術の
魅力と多様性

ＤＫボンド工法の
魅力を伝えたい！

レポート第１号で紹介した静岡県中伊豆「萬城の滝」
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今回のトピックは、５月26日、27日の２日間にわたって長野県長野市で開催された「全国落石

災害防止協会通常総会及び現場視察会」の模様についてです。

この会は、ＤＫボンド工法を取り扱う全国の企業が一堂に会する、年に１度だけの貴重な場です。

本年度は川中島建設がホスト役を務めました。

　雷滝は、48・49号の施工レポートで紹介した案件です。完全な対策には至っていませんが、
景観に配慮した仕上がりを視察していただきました。やはり現地では皆が技術者の顔となり、
鋭い視点で視察していました。
　こうして、年に1度の合同行事を無事に終えることができました。
　残念だったのは、総会の日程が熊本の震災からわずか１か月ほどの時期であったため、復興の
ために奔走する九州の協会員が不参加だったことです。
　近年は、様々な地域で災害が多発しています。改めて、我々の役割と使命を再認識できた有意
義な２日間でした。

　ＤＫボンド工法を取り扱う全国23社によって組織される「一般社団法人全国落石災害防止協
会」の平成28年度通常総会と現場視察会が開催されました。年に１度、５月に開催されるので
すが、本年は私たちの地元である長野県が会場となりました。
　１日目は、長野市内にあるホテルの会議場で通常総会が開かれました。平成27年度の活動報
告や平成28年度の事業計画が事務局から報告され、満場一致で承認されました。
　その後、当協会の顧問である岐阜大学工学部教授様から研究報告がありました。ＤＫボンド
モルタルの注入による岩塊の固定が確実になされているか、振動によって確認する方法（振動探
査試験）を確立するための研究が進められているのです。
　固定の確認方法は現在でも様々ありますが、現場が奥深い山地であることも多く、より軽量で
より簡易に計測できる方法が模索されています。改良すべき点はありますが、実験による検証
の経緯や報告からは前進の様子がうかがえました。引き続き実験が進めば、確実な方法が確立
できるものと期待が高まります。
　通常総会を無事に終えてからは、日頃の業務についてそれぞれ情報交換を交わし、協会員は親
交を深めていました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　２日目には、現地視察会として、長野県上高井郡高山村の「舞の道遊歩道」と「雷滝」の２箇所を
視察しました。
　舞の道遊歩道は、温泉施設が立ち並ぶ山田温泉の川を挟んだ対岸にあり、温泉宿泊客が散策に
出られるように整備されたものです。数年前に斜面から落石が発生し、長らく立入り禁止とさ
れていましたが、地元行政が対策に踏み切った案件でした。遊歩道沿いの岩盤斜面にＤＫボン
ドモルタルで落石対策を施し、現在は通行可能となっています。

ＤＫボンドモルタルで落石対策を
施した上高井郡高山村「舞の道
遊歩道」で現地視察会

同じく現地視察会で「雷滝」へ。
景観に配慮した仕上がりを技術者
独自の視点で視察

ＤＫボンド工法を取り扱う全国の企業が一堂に会
する年に１度の「全国落石災害防止協会通常総
会及び現場視察会」が長野市で開催
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土留め擁壁に亀裂が発生したものを、
DKボンドモルタルで一体化し、
その機能を回復します。

6 7



発注者：北海道根室支庁
工事名：復旧治山工事

発注者：岩手県盛岡地方振興局
工事名：予防治山工事

発注者：埼玉県川越農林振興センター
工事名：生活安全対策工事

発注者：富山県富山農林振興センター
工事名：共生保安林整備工事

発注者：石川県奥能登土木総合事務所
工事名：道路災害防除工事

発注者：島根県　旭町役場
工事名：災害防除工事

発注者：和歌山県東牟婁振興局
工事名：地防　第

発注者：東京都西多摩建設事務所
工事名：道路防災防除工事

発注者：静岡県　伊豆市役所
工事名：観光施設整備事業

発注者：岐阜県飛騨下呂農山村整備事務所
工事名：予防治山事業工事

発注者：奈良県南部農林振興事務所
工事名：予防治山事業

。

発注者：岡山県備中県民局
工事名：公共道路工事

長野県上田市「上田城跡公園」

入場・入園は無料。ただしドラマ館、博物館等は入館料・休館日がありますので、イベン

ト日程とあわせてＨＰでご確認ください。http://www.ueda-cb.gr.jp/uedajo/

かわけんニュースレター制作スタッフと、お呼びがかかれば、

DKボンド工法のご説明に全国を飛び回るかわけん営業マン・

小林が独自の視点で選んだ気になるお店や、出張先でみつけ

たちょっと気になるスポットなどをピックアップしていきます。

上田城跡公園

その他全国各地にて160件の実績

2号 -1

DKボンド工法主要工事実績

　　ＮＨＫの大河ドラマ「真田丸」はご覧になっていますか？　戦国武

将のなかでも人気の高い真田幸村（信繁）を主人公に繰り広げられるド

ラマに、小林はわくわくしています。上田城は、幸村の父・昌幸によっ

て築城され、徳川軍を２度にわたって撃退した難攻不落の城として有名

です。日本百名城や日本夜景遺産にも認定されていますよ。

　観光スポットとしては、信州上田真田丸大河ドラマ館（29年１月15日

まで）、上田グルメが堪能できる上田城真田茶屋（12月４日まで）、歴代の

上田城主を御祭神とする眞田神社、上田地方の中世以降の各種資料が展

示された上田市立博物館、真田グッズやお土産いっぱいの上田市観光会

館売店など、見どころ豊富です。

　この季節はサクラ、モミジ、イチョウが鮮やかに染まり、10月末からは

上田城けやき並木紅葉まつりも開催されます。ライトアップされたけ

やき並木遊歩道はなかなかの見応えです。


